
《問57》 《設例》のＸ社の当期の〈資料〉と下記の〈条件〉に基づき、同社に係る〈略式別
表四（所得の金額の計算に関する明細書）〉の空欄①～⑦に入る最も適切な数値を、
解答用紙に記入しなさい。なお、別表中の「＊＊＊」は、問題の性質上、伏せてある。 

 
〈条件〉 
・《設例》に示されている数値等以外の事項は、いっさい考慮しないこととする。 
・所得の金額の計算上、選択すべき複数の方法がある場合は、Ｘ社にとって有利とな
る方法を選択すること。 

 
〈略式別表四（所得の金額の計算に関する明細書）〉 （単位：円） 

区   分  総 額 
当期利益の額  11, 211, 180 
損金経理をした納税充当金 （ ① ） 
減価償却の償却超過額 （ ② ） 
交際費等の損金不算入額 （ ③ ） 

加 

算 

小 計 ＊＊＊ 
減価償却超過額の当期認容額 （ ④ ） 
納税充当金から支出した事業税等の金額 920, 000 
受取配当等の益金不算入額 （ ⑤ ） 

減 

算 

小 計 ＊＊＊ 
仮 計  ＊＊＊ 

法人税額から控除される所得税額（注）  （ ⑥ ） 
合 計  ＊＊＊ 

欠損金又は災害損失金等の当期控除額  0 
所得金額又は欠損金額  （ ⑦ ） 

（注）法人税額から控除される復興特別所得税額を含む。 
 
《問58》 前問《問57》を踏まえ、Ｘ社が当期の確定申告により納付すべき法人税額を求めな

さい。〔計算過程〕を示し、〈答〉は100円未満を切り捨てて円単位とすること。 
 
〈資料〉普通法人における法人税の税率表 

 課税所得金額の区分 税率 
2020年４月１日以後開始事業年度

資本金または出資金 
100, 000千円超の法人 
および一定の法人 

所得金額 23. 2％ 

年8, 000千円以下の所得金額
からなる部分の金額 15％ 

その他の法人 年8, 000千円超の所得金額 
からなる部分の金額 23. 2％ 

 －9－ 〈2020. 9 １級・学科（応用）〉


